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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本研究は，第三者による認知症の家族介護者への早期介入と効果的な支援に向けた ICT 活
用の有効性について検討したものである． 









③ これまでの高齢者ケアにおける ICT 活用は，専門職連携や情報共有が中心であった．本
研究では家族介護者を対象にして ICT を活用しており，家族介護者に対するソーシャル
サポートを実現しようとした点で独自性がある． 
 他方，いくつかの課題も指摘されている． 
① 本研究で開発した「早期介入システム」は，認知症の家族会や認知症カフェ参加者など
既存のコミュニティメンバーに限定されており，それぞれが面識のある対象者であった
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ため，その効果は限定的であることが予測される．今後，利用者の属性に関わらず同様
の効果がソーシャルサポートに関して得られるか否かの検証が必要である． 
② 本研究では，「早期介入モデル」の提案と「認知症カフェ」の実践，さらに「スマート
フォンを用いた早期介入システム」を開発している．しかし，それらにより実際に虐待
防止への効果が十分に得られたというデータは未だ不十分である．今後，引き続き実践
と検証の継続的な積み重ねにより，高齢者虐待の状況を追跡していくことが必要である． 
 しかしながら本論文は，認知症の家族介護者による高齢者虐待に関して，その見えない予
兆や場面，タイミングを明らかにし，デジタルデバイスを活用した家族介護者支援の早期介
入のあり方を示しているという点で，論文のねらいはほぼ達成されていると判断される． 
提出論文を慎重に検討した結果，博士論文としての水準を充足していると審査委員会では
判断した． 
 よって，本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と認める． 
